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i淡路昆虫同好会10周年によせて

奥谷禎一

１
１
１

淡路昆虫同好会創立10年を逐えたこと、錘によるとひにたえない。十勾一もという倉葉があ
るが､同好会を支えた人々の苦労は大変なものであったにちがいない。限られた人口の中で、昆
虫に興味をもつﾉl徴の人々に支えられた同好会は財政的にも人材の面でも楽ではなかったであろ
う。深く敬意を表するものである。

今までの10年は、淡路の自然破壊も前半はゆるやかに、後半はスピー脾アップされた感じが

する。恐らく、次の10年は、鳴門大橋の架樒もあり一闇スピードアップされそうな樺子が見え
る。淡路は〃花とミルクの島〃と宣伝されているが、私の見る所では、′'観光と自然破壊の島”
としかうつらない。瀬戸内海国立公園地域まで人工物がのさほ'りだした。この有様では、一日も
早く淡路の昆虫相の解明を急ぎ､破壊によりどのように変化するかをしらべておく必要があろう。

その一つの手がかりは、植生調査の結果（1971年に神戸女学院大の矢野悟道教授らにより行

われ、翌年県より印刷されている）がある。飛翔力や分散力の強い種類は困睡ではあるが、その
弱いものの場合、例えばクチキコオロギやヒメハルゼミでは、産地のみを記録するのではなく、

探査した地区も明記して、見落しはあると思われるが、発見できないといった記録も必要であろ

う。ヒメハルゼミの最初の記録は八木村馬廻であるが、正確な場所はわからない。しかし、シイ

ーカシ林は成相寺にしかない点から考えて、ここに違いないと思われるが、今日では全くいない。

輸麹羽山の分布状態から想像をたくましくすると、山頂の原生林にはずっと生息していて、谷沿
いに下ってきて､その先端が成相寺であったと思われる。その後、山は伐採され､一部には植林
が行われ、遂に山頂に発生したセミも谷を下ることができなくなり、現在の状態となった。ある

いは､ゞ昭和8年当時の成相寺のシイ林はもっと密であったのかも知れない。また、成相川にはゲ
・ソ多獅･んが多数生息していて、“'成相ボタル〃と呼ばれていたが、タ・ム建設と共に姿を消し、
今日のものは滋賀県からの移入だと聞いている。このようなことも正確な記録をとどめておかな

・いと、後世の混乱のもとになりかねない。現在では色々 の昆虫について、密度をうまく表現でき

ないが､できれば蹴随づいての記録も必要であろう。ただ一番困るのは、正確な記録が出ると

マニアにねらわれ､ものによってはたちまち絶滅してしまう可能性もあることである。

鴬りに、私が淡路の賭兄に望みたい緊急を要する問鼬は、海浜性昆虫の調査である。海岸は次
に々埋立てられ、梅の汚染もひどくなっている。岩礁に、砂浜に、特種の昆虫が擢んでいるが、

’

１
１

’
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海の汚染で死滅するものもあるであろうし、埋立ててしまえば、全くいばくぱると考えられる。

恐らく、オオヒ■ウタンゴミムシなどは本土では、もう生息地はないかも知れない。そのほか、いろ

いろ荘海浜の魁虫が失われたにちがいない。

もう一つの緊急諜肋は、マツの枯扱に対する殺虫剤の航空散布であろう。現在の技術では、マ

ツの枯損を減らすには、マツノザイセンチュウの連撤者であるマッノマダラカミキリの密度を低

下させる方法しかない。そのために行われる航空散布であるが、生態系に及ぼす影轡はいかにも

大きい。私の知る限りでは殺虫剤に対して最も弱いのは膜翅目類のようで、空散の行われた地域

ではアシナガバチなどが殆どいなくなっているのではないかと心配される。食葉性昆虫の有力な

天敵が減ることは、かえって他の害虫を増加させることになるのではないだろうか。人伝てに閲

〈所によると、ウグイスの営巣が空散の翌年では半鍼するということである。林業関係者では翻

査のできない問題である。調査法は色々あるが、関心のある方には私の用いた方法をお伝えした

いと思っている。

終りに、淡路昆虫同好会が今後さらにユニークな発展をとげ、日本の昆虫同好会のリーダーに

なることを祈る。 。（神戸大学教授）

1

』

！ ’

先山のヒメハルゼミについて

昨年の7月21日、青雲中学校生物斑の禰田、山形両君が、先山東茶屋の横でヒル､'礎ミ

EUterpnOeiaohibensiBMateumuraの合唱を聞いていたが、本年(1976年》7月

22日には、宵雲中学校生物班員の川脇元浩君が、先山でヒメ'､ルゼミの6を1頭採築した。塙

所は東茶屋から加茂の方へ少し下ったあたりの原生林中で、昼でも暗いようなところである。筆

者も少し後で同じ栂所へ行って鳴き声を聞き、きた、その近くで脱皮殻を採集した。なお、合唱

から推察すると諭餌羽山よりは少ないが、付近の画境もよく、かなりの個体鋲発生しているもの

と思う。 （堀田久）

－2．．．
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兵庫県産甲虫相資料・56）

高橋寿郎

（

はじめに

本年3月7日兵庫県生物学会30年記念出版”兵血の生物記〃の原稿銃み合せの会が明石高校

の生物鍛羨室で開かれもその席上で登日邦明氏にお目にかかり、色々お話をした際本年は淡路昆

虫同好会の創立10年になるので、ParnaggiuBを特築号にしたいから何か原稿を書くよう

にとの依頼を受けた。そこで淡路島の甲虫相に就いての総括的なものをまとめて発表させて頂く
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ことにした。

兵庫県下の甲虫相調査に就いては既に40年近く続けており、数多くの記録業緬も整理され、

1976年現在101科、2634種をまとめることが出来ている。淡路島の甲虫相も可成りま

とまっており、兵庫県下で淡路島にのみ分布が知られている種もあり、この島の甲虫相もなかな

か面白いものがある。

淡路島での甲虫相に就いては地元の堀田久氏（1958～1975）を始め、大野正男氏の淡

路島のﾊﾑｼ類(1969,1970)と愛媛大学戯学部昆虫学研究室の方々 による調査報告

（1973，1974）がその大部分を占め、筆者自身の北部地区における数回にわたる採集調

査結果をも杏ぜてその天部分がまとめられているととになる。尚、引用文献名については一切省

虹装6荊荊年瀧の壱のについては筆者自刊"兵庫県産甲虫類に関する文献目録,1975〃
を参照して頂きたく、1975年以後のものについては近くこの目録の改訂版を発刊予定してい

るのでそれを参照して頂きたい。

末文で恐縮だが、本報告発表の機を与えて下さった登日邦明氏に厚くお礼申し上げたい。
f－．2ノ、．.－戸『フ’‐・・4

淡路葛の､申虫類。．‘…
。.；官･

淡路島に産する甲虫類で現在記録されている科別の種類数と現時点で同島にのみ産すると考え

られる種名（兵庫県下で他に記録のない種）を記し、注目すべき種に若干の解説を試みた。（種

数の後の括弧内の数は兵庫県産の種顛数）一．'ユ‘‐・‐・'’

'・セスジムシ科(FamilyRhyeOdidaei,1種(2).
’･･も

チヤイ箇上ラタセスジムツClindiumvenefibumLewie，この科のものは枯木とか

樹皮下に見られるようであるが、その生態は不明な群で堅固な体の背面に刻まれた深い条鱒や

頑丈な数珠状の触角によって特徴づけられろ。世界から120種知られており日本産は2属72

種で兵庫県下からは2穏紀録されてい･ろ。7との種は先山からのみ知られており（久松．1974），
』◆F：

他のi種は園の山に産する。
2‘ヒケプトオサムシ科(FamilyPaussidae),i"(1).

－3－．
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’
aハンミ曰ウ科(FamilyCicindelidae). 2"(10)

ヨドシロヘリハンミal CicindelanivioinctayodoNakane･沼島からの記録

がある（石田, 1970)．尼鮒市内での産が絶滅したのではないかと思われているだけに沼島

にいてほしいものである。ハンミgウ科については挨路島のような環境であればもつと分布種

がいると考えている。

4． オサムシ科(FamilyCarabidae), 35"("1).

アキオサムシ Apotomopterus jaPonicuechugokuensigNakane,先山での記
録がある（久松． 1973．日浦，1971）．との種は中国地方に分布する種で現在篠山が東限地

として知られているが兵距県下の分布は割合限定されている極である。先山（洲本市） ．篠山

（多紀郡） ．以外に出石町（出石郡） ．大撫山．船越山〈佐用郡） ．氷の山（養父郡）の産地

が知られている。篠山には個体数が多いようであるが大撫山では余り多く芯い（筆者は980

139採築している）。

オオヒBウタ.ンゴミムシ．Scaritee sulcatusOlivier･吹上の浜にいることが妃

録されており（堀田． 1973，奥谷， 1975），戦前兵匝県の瀬戸内側海岸線沿いに分布して

おり、特に浜ノ宮あたりに多く産することで有名であったが、戦後海岸線そのものが全く変っ

てしまい砂浜など皆無の状態で本種がいるのかどうかわからない状況下で淡路島には確実にい

ることがわかり大変うれしい。

チャイロホソヒラタゴミムシ Agonum (Atranodes) kyushuensiBHabu・ 福良

（久松．伊藤， 1973） ，兵庫県他の地での紀録が無い．良く似た函が多いので同定が困難で

ある。

5． コカシラミズムシ科(FamilyHaliplidae), 1M(6).

6ケンゴロウ科(FamilyDytiecidae),4種(36).

スジケンゴロウ HydaticuevittatuBFabricius･淡路から採集されているという

記録がある（関， 1945）． 残念ながら詳しい産地採集年月日が無い，県下でも今の所全く

妃録が無い種である。

Z ミズスマシ科(FamilyGyrinidae)0 3顧切．

8カムシ科 (F,amilyHydroPhidae), 2種(").

Qエンマムシ科 (FamilyHigも⑧ridae)0 4m(23).

アラメェンマムシ HieterPunotulatuBWiedemanno岩屋で1ex･･採集してい

るが（26－Ⅳ－1959)｡県下どこにも妃録がない。

10ムクケキノコムシ科(ramilyP"1ﾕﾕdae), 2穐卿．

エピチャ'､パネムシ ACrOCriohigcureitang (蝿⑧tner)・ムナグロムクゲキノコ

ムシ A.1ewieii (Motthewe)共に福良からの記鰍で（久松0 1973)．この科のものは兵

庫蝋下から2称が知られているだけで2諏共淡路島産の特産麺である。

－4－



11．タマキノコムシ科(FamilyLeiodidae)．2稀(10).

オオサワタマキノコムシIp1odeeogawaiNakane・臓姻羽山（久松,1974)0

ヒトッメタマキノコムシLiodopr･iamaculicollieNakane・常降寺山で】eXooを

採集（20－Ⅳ－1974），ともに県下では他の地で知られていない。

12デオキノコムシ科(FamilyScaphidiidae),1"(24).

13．ハネカクシ科(FamilyStaphylinidae)．13Wi(220).
01igota(HolobuB)yasumateuiKineben．常蜂寺山（久松,1973)．ツヤケ
シヒゲブトハネカクシA1eochara(Emp1enota)fuscicolaShar･p。澱（久松0

1973），ともに兵庫県下の他の地での産が知られていない。この仲鵬jは小さく余り注意がさ

れないグループなので調査不充分といえる。

14アリツカムシ科(FamilyPBelaphidae),4種(16).
TyrugjaponicuBShax.P･諭溌羽山（久松,1973)。この仲間も全般に調査不充分
のグループである。この種は他に今の所記録が無い。

15．クワガタムシ科(FamilyLucanidae),7gi(15).
16．センチコガネ科(FamilyGeotrupidae),1"(3).
淡路島に産するセンチコガネは淡路島型として近畿各地の型と別けられるということである

が、兵庫県下産の各地点での採集標本から眺めた場合黒色に近く特に先山産の繰本は形もやや
4型で一見異ったような感じがする（この先山産の標本は堀田氏の御厚意で箪者の手許にある）

が、岩屋産の標本と明石市内産の標本は割合似かよった色彩をしているように思われる。もつ
と個体数を集めて比較すると色々 の結果が出ると考えられるが最近糞虫の数は可成り減少して
いるように思われる。

17．コカネムシ科(FamilyScarabaeidae),46"(145).
マメダルマコガネPanelusparvulue(Wabex･houee)､諭鰹羽山（久松,1973)0
セマルオオマグソコガネAphodius(OtophoruB)brach.omueSolshy，岩屋(16．
30－Ⅳ－1943）．他に随◎go[Water･houee,1875の記録があるが現時点では淡路島
特産かと考えている。ヒメハナムグリOxycetoniaforも土cula(Janson)･福良（久
松・1973）．以上3種は兵庫県下では淡路島特産である。
'8.ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ洞(FamﾕyHeﾕodidae),1種(6).
岨ヒラタドロムシ科(FamilyPeephenidae),1"(3).
20．タマムシ科(FamilyBupregtidae),14種(66).
FW"jap｡ni5&.~MBgrg｡r.三熊山（久松．1974),本鰯は黒沢博士によ
ると日本には産しないようで、日本産のものは画･BP･アカガネェグリタマムシとして未記戦
の種のようである。（黒沢，1975）．
21．コメツキムシ科(F,amilymlateridae)．5"(107).

－5－
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丁力丁シコ'､ナコメツキ ParaCardioPhorug BequenS (Cand6ze),岡〃四町（久

松． 1974),KObeの産が肥録されているが( 1871 ,G.Lewig leg． , Miwa, 1934).

現在淡脇島だけの産と考えている。

22． ヒケブトコメッキ科 (FamilyTrixagidae),1FII(2).

23． コメツキダマシ科 (FamilyBucnemidae), 1M(14).

24． ホソホタルモドキ科 (FamilyOmetheidae), 1ml(2).

25． ジヨウカイボン科 (FamilyCantharidae),5M(29).

26． ベニボタル科 (FamilyLycidae)． 1m(33).

27． カツオプシムシ科 (Familypermestidae),1M(13).

28 シパンムシ科 (FamilyAnobiidae)． 2m(12)．

セスジタワラシパンムシ xyle域ms japonicusPic･先山（酒井01975) .ツカ

タケミゾシパンムシ Mizodorcatoma.pinicolaeN・Hayashi｡三熊山(酒井,1974),

共に淡路島以外県下での産が知られていない。

29． ケシキスイ科 (FamilyNitidulidae),12稲(70)．

ウスチャデオキスイ CaraphilusfreemaniDobson｡福良（久松01973) ,

EPuraeafoveicollisReitter,常隆寺山，三熊山（久松． 1973》 ･ アミモンヒラタ

ケシキスイ Physoroniahiller (Reitter)．噛鵡羽山（久松, 1973) ,以上3種は

淡路島にのみ産することが知られている。

30 タマキスイ科 (FamilyCybocePha1idae), 1種(1).

キムネタマキスイ Cybocephalus nipponicuBBInrもdy-Youngao常闇侍山（久

松． 1973） ，本種は兵駆県下でこの地のみから知られており、この科も兵即県ではこの地以

外に知られていない。

31． ヒラタムシ科 (FamilyCucujidae), 1種(11).

キイロケシヒラタムシPlacnotus teetaceug (FabriCius),鎗餌羽山（久松．

1974） ．兵庫県下では他に産地を知らない。

32ホソヒラタムシ科 (FamilySilvanidae)． 5種 (7).

SﾕﾕVa励oPruBユnermie (Reitter).福良《久松.1973) ． S・javanicUe

(Grouvelle),福良（久松． 1973)．共に兵駆県下で他に産地を知らない。

33． オオキスイムシ科 (FamilyHelotidae),1Wi (1).

34． キスイムシ科 (FamlyCryPtoPhagidae),3稲(15),

35． ムクケキスイムシ科 (FamilyBiphyllidae). 1種(2).

36． コメツキモドキ科 (FamilyIfanguriidae), 1"(9)

ヒラナガムクゲコメツキモドキ CryPtophilug obliteraCuBRe"ter・常陸寺山

（久松,1973)0本棚も県下では淡路島にのみ産する。

－6－
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37．オオキノコムシ科(FamilyErotylidae)．】科'(30).

セモンホソオオキノコムシDacnepictaCrotch,鰄征羽III(久松.1973)．との

雨も県下で他に廉地が知られていない。

38ヒメハナムシ科(FamilyPhalacridae),1FI!(10).

エムモンチピヒメハナムシStilbuspolygrammaF1ach,"lll,柵良（久松．1973),

兵庫県他に産を知らない。

39．ミジンムシ科(FamilyCorylophidae),2FIi(4).

4Qテントウムシ科(FamilyCoccinellidae),16W'(64).

ムモンヒメテントウNephuskomPirasanus(H.Kamiya),先lll,三熊山（久松，

1974），オニヒメテントウScymnus(Pullue)giRant,es(H.Kamiya),三熊山
（宮武．古木，1973），両種共兵庫県での産は淡路島たけである。

41．テントウダマシ科(FamilyEndomychidae),2M(17).

42．ミジンムシダマシ科(FamilyDiscolomidae)．1"(2).

43．ヒメマキムシ科(FamilyLathridiidae),5"(8)

Cox･ticariajaponicaRei七tere福良（久松,1973),この地でのみ知られている。
44ツツキノコムシ科(FamilyCisidae),1"(8).

45．ゴミムシダマシ科(FamilyTenebrionidae),9"(80).

ニセハマヒョウタンゴミムシダマシIdisiavesもitaMarSeul,阿万西町（久松，

1974）‘他の海岸線での産が知られていない。

46．ハムシダマシ科(FamilyLagriidae),2種(9).

47．クチキムシ科(FamilyA11eculidae),2種(15).

48チピキカヮムシ科(FamilySalpingidae),1種(2).

マメチピキカヮムシLiesodemamyrmidoMareeul,諭掴羽山（久松,1974),
本種も淡路島産だけ知られている｡、

49．ハナノミ科(FamゴユyMordellidae),3種(38).

チャオピヒメハナノミMordellina(PBeudomorde11ietena)bx･unneotinota

(Margeul),強観羽山（酒井,1974).ナミァカヒメハナノミFaleomordellina

1uteOlojdeB(Nomura)(酒井・1973)．共に県下での産は他に知られていない。
50.カミキリモドキ科(FamilyOedemeridae)．1種(21)。

51．アリモドキ科(FamilyAnbhicidae),4種(23).

52．ニセクビボソムシ科(FamilyAderidae)．1種(2).

オピモンニセクピポソムシAderugquadrimaculatUBMareeUlo福良（久松．1973)0

本種も淡路島からのみ知られている。

5aカミキリムシ科(FamilyCerambyoidae),60種(252).
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口トケL4J･LメカミキリA11otraeuerufegcens(Pic),洲本市安乎町から堀田氏が

'ILI郷ぶれている(1973)．兵蹴県下からは西窟巾から関氏がA･asiatiousSchwarzer

なる'､冒名て@,l_l雛されたのかあるたけで(1939),現在本秘は淡路島からのみ知られている種

と豚えている。

チャイロヒメカミキリCeresiumsimileeGahan,淡路島南部海岸地のフェリーボー

ト准の馴務j:ﾙの埜光灯.に飛来したものを採集したとの記録がある(16．長尾,1969,堀田､

1973)。

カミキリムシ農【:は樽j合鵡くられているようであるが地域的にハナカミキリ類が大変少い点が

大きな特欽である。

54マメ･ﾉ'ウムシ科(FamilyBruchidae),1種(10).

55．′、ムシ科(FamilyChrysomelidae),94種(252).

ヘリグロタマトビハムシSphaerodermaohkuboiChnj6,福良（久松,1974),
シソダコグミトビハムシZipanginiatuberosaOhno,諭蔑羽山，成相峠，鮎屋（大

2):,1969),2秘共兵庫県下ではこの地のみである。

56オトシブミ科(FamilyAttelabidae)610種(49).

57．ホソクチソ・ウムシ科(Fami1yApionidae)．3種(12).

ケブカホソクチゾウムシApion(Catapion)griseopubescensRoelofs,福良
（筥武，1973），兵庫県の他の地では産地が知られていない。

58ソ'ウムシ科(FamilyCurculionidae).35種(203).

ハイイロヒヨウタンゾウムシScepticusuniformisK6no,福良、阿万西町（宮武，

1973),チビクチカクシゾウムシDeiradocz･anoideseetosuSMOrimoもOo舗観

羽山（宮武，1973）．クスアナアキゾウムシHylobius-orientaliBMoもBChulSkyo

先山（堀田，1975），上記3種は淡路島からのみ知られている種である。

59．オサゾウムシ科(FamilyRhynchoridae),4種(12).

ニセキクイサビゾウムシDx･yophthoroideesulcatusRoelofe,先山〈宮武，

1973）‘淡路島からのみ知られている。・

60．；キクイムシ科(FamilySco1ytidae)．1種(44).

ウスキイロキクイムシCnestuemuraya屈画iSchedl,諭認羽山（宮武,1974),

本穂も淡路島から知られているだけである。
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以上淡銘島産の甲虫類として現在わかっているの絶60科、447種である。始めに記したご

とく現存の兵庫県産甲虫類は101科02,634種がわかっているので兵庫県産の甲虫類の約20

9b枠度が淡路島に産することになる。但し全般的に澗査不充分だという印象を受ける。例えば、

オサムシ科、ハネカクシ科を例に見てももっと多くの種がいると考えられる。従って之からの調

I

l

L
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刃

灘でより一胤刷砿はjWえることと思われるし、新知見の現われてくる可能性も多い（尤も而積か

ら云えば三1%I郡・泳名郡を合した所謂る淡蹄鳥の面稿は兵庫県全体の5，8％であるから、この点

から見れは靴敵散は大変多いことになる）。

一般的には兵庫県内での南に位慨している関係から北方系の甑が少いのは当然であるが、海浜

性の甲虫瓶などは兵胆県の他の地がほとんど駄目になった現在大切に保護してやり度いものであ
る｡

淡路島だけで知られている種が44種ある。中国地方から兵庫県下に点在的に分布しているア

キオサムシを産したり、可成り変った形態のセンチコガネがいたり、北方系のチャイロヒラタセ

スジムシを産したり等々この島の甲虫相は思ったより豊富である。ただ本四架橋とか島内縦貫道

路の建設とか自然破壊的な計画が多くある。た茸何んでも反対・反対ということでなく自然との

腿和を考えた計画の実施を切に望みたいものである。

、 （10－Ⅳ－1976）
L

クロフオオシロエダシャクの吸水について
． 〃＆島 ．寺皇噂討

一

ず 1

G令

登日邦明

炉。 五 F

アメリカでは古くから興味深い観察が多くなされており、シャクガの1種蛾類の吸水活動は、

やカギパの1種が、
ヶ②

夜間に水を呑んで

は尻から出すとい

5"pumping〃活

動などはよく知ら

れているところで

あるが、本邦では

一般的芯吸水例も

ほとんど報告され

ておらず、 2－3

の例を知るのみで

ある。

1
や

吸水するクロフオオシロエダシヤク Pogorloprgia

nigralbata刑igralbataWar･ren
－9－
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諦秘は、l976415ノ)9日に洲本市鮎屋・鮎尾ダム上流（通称奥山待合）で、クロフオオ

シロエタ･シヤクPogonopygianigralbatanigralbataWarrenの吸水活動を観察

したのて妃録しておきたい｡

このI」は、柳尚杖生物部の合宿で、前日より部員5名と山崎俊道氏と共にこの地に来ていたの

であるか、ベース・キャンプより奥へ10数分登った鮎屋川の源流が道を横切っている地点に差

し観つた腰i剛、斜め餉方より中型の白っぽいシャクガが飛来し、飛び石の1つに降りたのを目撃

した。

目前の飛ひ石に降りたシヤクガは、数秒後には水が石に染みているところまで数センチ･メー

トル歩き、すぐ口吻を伸して吸水を開始した。近よってよく観察すると、この白っぽい中型のシ

ャクカは、クロフオオシロエダシャク（雄）のやや古びた個体であった。吸水を始めたこの個体

は、途中で何度か口吻を動かしていたが、大半は口吻を伸した状莚で吸水を続け、約12分後に

飛び去るまで同じ位置で吸水活動を続けた。

接写装置を持ち合わせていなかった筆者は、標準レンズで限界の35センチ・メートルの位置

まで接近して写真を数枚写したが、水音のためか蛾は気付かずに吸水を続けた。

尚、当日の天候は晴れで日中は暖かであったが、"pumping〃は観察できなかった。

参考文献

夜間に吸水する蛾・佳香蝶22（83）：92．

蛾の吸水について．－22（85）：174－175．

ウスアオシヤクの吸水．蛾類通信（75）：253．

羽渕彰（1970）

田中蕃（1971）

江島正郎（1973）

9月にクロシオキシタパを採集

’ 本年（1976年）9月12日の夕方、洲本市安乎町の筆者の自宅で壁に止まっていたクロシ

オキシタパCatocalakuangtungensiBMeユユのほぼ完全なものを1頭採集した。なお

本年8月11日にも同じ場所で本種を1頭採集したが、これまでに安乎町で採集しているCato-

oalaは、キシタパC・patalaC・etR.FelderとコガタキシタパC･pr･aegnaxesther

But,1ex･だけで、クロシオキシタパは採集していなかった。（堀田久）
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先 山の昆虫相(I)

堀田 久

はじめに

先山は標高わずか448mではあるが、淡路島のほぼ中央部に位潤し、淡路富士の名で島内の

人々 に親しまれている。頂上には淡路33ケ所第1番の札所として知られる千光寺があり、行政上

は洲本市に属している。

先山の植物は豊富で、畷地性のものが多く自生し一部に原生林か残されているなど、植物分布

の上からは極めて興味深いものがあり、古くからよく調査されていたようである。しかし、昆虫

類については最近まで殆ど鯛査されず、これまでの先山に関する昆虫の記録は篭者が1956年

に「淡路島の蝶類」の中でふれたのが最初のようである。その後1958年と、1959年に若

干の甲虫類についても記録したが、近年になって大野正男氏（1969年）はハムシ類36種を

記録した。愛媛大学農学部昆虫学研究室のメンバー（1973年、1974年）はく本四架橋ル

ートの島々の昆虫を調査し、昆虫類全般に関する目録を報告している。さらに登日邦明氏（19

74年）は、蝶類35種の分布資料を公にした。

筆者と先山とのつながりは、今から30年余も前にさかのぼる。洲本中学2年の夏のこと父や

兄と共に中川原の庚申堂から先山に登り奄千光寺の本堂前で初めて見たアサギマタ．ラの優美な姿

が、またゴマダラチ圏ウやジャヨゥアグハを初めて自分の手で採ったその時の嬉しさが、いまだ

に忘れられないのである。現在保有する先山産の標本で最も古いのは1946年採集のものであ

るが、本格的に先山の昆虫調査を始めたのは1950年からで、その頃途中で雨に降られてずぶ

ぬれになったこと、当時担任していた志筑中学の’年生30人ほどと自転車で採集に行ったこと、

生物班の生徒と夜間採集を行ない千光寺の宿坊に泊めてもらったことなど、先山に関する思い出
は つきない。国

その後西宮市で20年近く勤務していたため、先山へは夏休みにたまに行く程度であったが、

数年前から郷里の淡路島に戻り、島内の昆虫全般について分布調査を行なうようになってから先
山へは最も多く足を運んでいる。その結果は淡路昆虫同好会誌に何度か報告してきたが、同好会

の創立’0周年記念号発刊に当り、先山の昆虫全般についてまとめてみようと思い立った次第で
ある。先山での陶査回数こそ後述のように30回を越えているが、蝶を目的としたことが多かっ
たのと、時期的准かたよりなどのため鯛壷はまだまだ不十分なものである。令銭の調査研究にい
くらかでも役立つことを期待し、この豊かな先山の自然がいつまでも残されることを念じながら、
これまでの知見について述べてみたいと思う。
軸を草するに当り、貴重な資料をいただいた愛媛大の久松定成先生並びに東洋大の大野正男
先生､常々総な助首をいただいてし,る壁日邦明氏、また先山での採集のおり宿泊等の便宜をは

－11－

、



ｐｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

かつていただいた千光寺の方々 と､西茶屋の澆碓んに厚くお礼を申し上げる。

鯛査期日

946年8月17日

947年9月1日

949年8月4日

950年8月10日．8月16日

951年6月17日，7月23日．8月7日～8日

952年8月3日，8月12日～13日．10月3日

953年8月13日～14日

955年8月14日

958年8月8日

965年8月11日､

970年8月8日～9日

973年4月29日・6月3日（午后），6月24日（午后），9月15日

974年4月29日，6月9日（午后），8月3日．9月30日

975年6月3日（午后），7月21日～22日

976年5月22日（午后）．7月3日（午后），7月5日（夕方）’7月8

7月22日～23日，8月12日～13日，、9月23日

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

’

I

’
’
’

１
１

９
１
日
■
０
７
Ｆ
０
Ⅱ
■
■
１
１ 7月8日（午后） 9

目 録

（1）本目録には学名、和名のほか文献上の記録、採集記録なども併記した。

値）文献上の記録は、報告者名と（）内に発表年を記すことによって示した｡．〉‐・ ず

(3)採集記録は、筆者が現在保有する標本のうち、未発表のものすべてについて、個体数と採集

年月日を記したが、すべて筆者自身の採集品であるため採集者名は省略した｡・
・6》・

IJEPIDOPTERA鱗翅目一､；

HesperiidaeセセリチBウ科､’

1.Ex･ynniSmOntanugBremerミヤマセセリ，､

登日（1974）

2.ThoreBBaViriaMurrayコチヤパネセセリ

豊日（1974）28，12．個．1976

3.IBoteinonlamprogPilugC･etR･Felderホソパセセリ

登日（1974），石原他（1974），19，18．Ⅷ、1976

↓
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4.PotanthuBflavumMurrayキマダラセセリ

登日（1974），19，23．Ⅸ、1976

5.PolytremiePel1UCidaMUrrayオオチャパネセセリ

16，15．Ⅸ、1973

6PelopidaBmathiagoberthueriEvanBチャパネセセリ
18，23．Ⅸ、1976

7．ParnaraguttataBremeretGreyイチモンジセセリ

26．15．Ⅸ、1973,2819,23．Ⅸ、1976

ミヤマセセリは山麓の雑木林にみられる。ホソパセセリは、山函、山頂ともにかなり見られ、

葉上に止まっていることが多い。キマダラセセリやオオチャパネセセリはあまり多くない。コ

チヤバネセセリ、イチモンジセセリは最も普通の穂で、特にイチモンジセセリは秋に側本数が

極めて多い。

Papilionidaeアケ'、チョウ科

1.ByagaalcinouealcinouBK1ugジャコウアケノ、・

堀田（1959）．登日（1974）．18，22．Ⅶ、1976．．1619．12.Ⅷ、1976

2Gx･aphiumBarpedonniPPdm1mFruhebo壷erアオスジアケハ』；・
堀田（1956），登日（1974）．16．9．Ⅵ、1974，28，22．Ⅶ、1976．

19,12個．1976

3．PaPiliomachaonhippocrateeC.etR・Felderキアケ'、：1，
登日（1974），16．22．Ⅶ、1976．28，12Ⅷ．］976．・に』．、

｡'94

4.PapilioxuthuBLinnaeuBアケノ、

登日（1974），16．，，．22．Ⅶ､1976．ン19,12.Ⅷ、1976

aPaPilioprotenordemetriusGramerクロアゲノ、
登日(1974)01819．22．Ⅶ、1976,1819,12Ⅷ，1976･

6．PaPiliOhelenueniccbhioo1eneButlerモンキアケハ・

堀田（1956），登日（1974），18，3．Ⅵ61973，26，・3．Ⅵ、1975．
．fI

18022Ⅶ、1976,19,12.Ⅷ、1976

7.PaPiliobianordehaaniC．eもR.Felderカラスアケ'、

登日(1974),18,22V、1976,19,22.Ⅶ、1976．18,12.Ⅷ、1976

ジヤコウアケハは山麓から山頂まで全体に多く、アオスジアケハの夏型は山頂付近に極めて

多い。キアケハは千光寺の境内でよく見られるが、今年の夏は特に多いようであった。モンキ
アケハは春型、良型ともに,壷950年頃に比べると個体数がずっと多くなっている。カラスア

ケ'､はあ歯り多くない。アケバ、ク:9アケ,､は最普通種であるが、アケ,､はその割に個体数は
多く壮ぃ。，，

－13－
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Pieridaeシロチ曰ウ科

PierisrapaecrucivoraBoieduvalモンシロチ曰ウ

イ,仰;’他(1973).19,3.Ⅵ、1975,18,12.個．1976

PierismeleteMenetriegスジグロシロチョウ

壱(】（1974）、石原他(1974),16．29.Ⅳ、1973,16024.Ⅵ、1973,
19,3.VI.1975．16,22.Ⅶ、1976

AnthocharisscolymusButlerツマキチョウ

葺日(1974)．18,29.N1974

EuremahecabemandarinadeI・Orzaキチョウ

石原他(1973),登日(1974),1619,12.Ⅷ．1976

ColiaseratepoliograPhusMotschulekyモンキチョウ
19,29.1Vb1973

モンシロチョウよりスジグロシロチヨウの方が多く、ツマキチョウやモンキチョウは山頂よ

1

2

3

4

5

り山麓の方でよく見かける。キチョウは全体に多い。

Lycaenidaeシジミチョウ科

l.NarathurajaponicaMurrayムラサキシジミ

：毎日(1974)

2.JaponicasaepestriataHewitsonウラナミアカシジミ
］8．3．Ⅵ、1975

3.AntigiusattiliaBremerミズイロオナガシジミ
18，3．Ⅵ、1975

4.NeozephyrustaxilajaPonicusMurrayミドリシジミ
1619，9．Ⅵ、1974

5.LycaenaphlaeasdaimioSeitZベニシジミ

石原他（1973），菅日(1974),18,24.Ⅵ、19730 18，12．Ⅷ、1976
6.LampidesboeticueLinnaeusウラナミシジミ

登日（1974），28．15．Ⅸ、1973

7.EveresargiadeshellotiaMenetriesツパメシジミ
石腺他（1973，18．15．Ⅸ、1973

8.ZizeeriamahaargiaMenetZ･ieBヤマトシジミ

登日（1974），26，12．Ⅷ、1976， 16023．Ⅸ．1976

9.CelastrinaargioluB1adonidesdeI'0rzaルリシジミ

登日（1974）． 2g,29.Ⅳ．1973, 16．15．Ⅸ、1973

ムラサキシジミは1950年代にはかなり多かった瓜近年その姿を見かけない。ウラ

I

１
１

、

’

ウラナミ

I －14－
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アカ、ミズイロオナカはll』颪:のクヌギ郷て見られるが歩,ヨリ多くない。ミト．リシジミは山範の

ハンノキ林でi¥ている。ウラナミシジミは秋噛特に多く、′、ギなとのｲﾋによく狭まっている。

ベニシジミ、ヤマトシジミ、ルリシジミは最腎通鮎で、鯛体敵も多い。

Curetidaeウラギンシジミ*･l

1.CuretigacutaparaoutadeNicevilleウラギンシジミ

石原他（1973）．登日（1974），18，30．Ⅸ、1974,2619．23．Ⅸ．1976

第1化の成虫は少ないが、節2化のいわゆる秋靭は燗仏数が多く、クズの花なと'によく集ま

るo

Libytheidaeテングチ曰ウ科

1･LibytheacelもieceltoideBFruhstorferテングチョウ

登日（1974），18．3．Ⅶ、1976

発生期の5月下旬から6月にかけてかなり多い。夏眠しない個体があるらしく、7月や8月

にも時々 見かけることがある。

Danaidaeマタ・ラチョウ科

1．ParanticasitaniphonicaMooreアサギマダラ
堀田（1959）．石原他（1973）．登日（1974）．1g,22.Ⅶ、1976.263g.

12．Ⅷ、1967

5月にあらわれる第1化は少ないが、夏になると山頂付近に多く、朝と夕方によく活動する。

先山にはカラスウリが多く、その花で吸蜜するのをよく見かける。秋になると山頂よりも山麓
に多く、集団をつくることがある。

Nymphalidaeタテハチgウ科

1･Argynnisanadyom.n6midaoButlerクモガタヒヨウタン
16，30．Ⅸ、1974

2ArgynniepaphiageishaHemmingミドリヒヨウモン
登日（1974），16，12．Ⅷ、1976D

aDamoraeaganalianeFruhBtorferメスグロヒヨウモン
”登日(1974),1g,23．Ⅸ、1976

44rgyr.u｡hyp.rbiu｡Linnaeugツマグロヒ曰ウモン
ー登日（1974）．26，22．Ⅶ．1976

a3･'".｡.pph｡4｡termediaPryerコミスジ
登日（1974）．18，29．Ⅳ、1973，1819，12．Ⅷ。1976
aVa'm･ss｡6&fdJILihn.."Bヒメアカタテ，、
’8，3.咽、l974
zvan･s｡｡,5&62H｡rb｡もアカタテハ

－15－
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eli(1974),16．21．Ⅶ、1975、1g,23．IX、1976

8Kaniekacanaceno-japonicumvonSieboldルリタテハ

"II(1974),16．12．Ⅷ、1976

9Nymphaliexant,homelasjaponicaStichelヒオドシチョウ

eII(1974),1g,9.VI．1974

10Polygoniac-aureumLinnaeusキタテハ

石原他（1973）．16．3．Ⅷ、1974

ll.HestinajaponicaC・etR・Felderゴマダラチョウ

堀田(1959)、登日(1974),1g,3.Ⅵ．1973．26．12Ⅷ、1976

ミト‘リヒョウモンは夏眠するはずであるが、山頂付近では盛夏にもかなりの個体が活動して

いる。ツマグロヒョウモンは千光寺の境内に多く、6は占有行動をとるのが見られる。ヒオド

シチョウは、クヌギなどの樹液に集まるがあまり多くない。クモガタヒョウモン、ヒメアカタ

テハ、アカタテハ、ルリタテハもあまり多くない。ゴマダラチョウは山頂付近のエノキのまわ

りに見られ、儲液にも集まる。コミスジは最普通種で個体数も多い。

Satyridaeジャノメチョウ科

1.YpthimaargusBut1erヒメウラナミジヤノメ

需日（1974），16，29．Ⅳ、1973、28，12．Ⅷ、1976

2.MinoisdryasbipunctatusMotschulskyジヤノメチヨウ

登日（1974）

3.MycalesisgotamafulginiaFruhstorferヒメジヤノメ

石原他（1973）．18，15．Ⅸ。1973,161Q.12.Ⅷ、1976,161g,23,

Ⅸ、1976

4.MycalesisfranciscaPex･diccasHewitsonコジャノメ

登日（1974）．16，12Ⅷ、1976

5.LethesicelisHewitsonヒカゲチョウ

石原他（1973），登日（1974）．16，23．Ⅸ、1976

6．NeopegoschkevitschiiMenetr･iegサトキマタ・ラヒカケ

登日（1974），18，3．Ⅵ、1973

ジャノメチgウは、中川原の庚申堂からの登山道沿いに多く、ヒカケチ曰ウやサトキマダラ

ヒカケは、クヌギなどの樹液によく集まる。ヒメジヤノメ、コジヤノメは山麓から山頂にかIナ

て見られる。ヒメウラナミシヤノメは、最普通種で個体数も多い。

Sphingidaeスズメガ科

1.AmpelophagarubiginoBarubiginogaBremeretGreyクルマスズメ

石原他(1974),1ex.,12．Ⅷ、1976

－16－
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2.MacrogloBBumPyrrhogtictaButlerホシホウジヤク

石原他（1973）

3.CephonodeghylaBLinneオオスカシバ

lex．,23.Ⅶ、1951

4.TheretrajaPonicadel'Orzaコスズメ

lex.,23.Ⅶ、1951

5．TheretranesBuBDruryキイロスズメ

lex．,12.Ⅷ、1976

6.RhagastiBmongolianamongolianaButlerビロゥドスズメ

↑

ａ
ｑ
ｌ
ｌ
ｄ

１
４
４
ｌ
ｂ

．
ｊ
１
１
１
１
１
４
１
１
１
卜

し
Ⅲ
脈
Ⅷ
↓
ｔ
Ｉ
ｌ
９
１
１
０

M1ex..12.W.1976

Saturniidaeヤママユガ科

mLAntheraeayamamaiGuerin-Menevilleヤママユカ
石原他（1973）．1ex．、12Ⅷ、1967

I.…aB…:競鯆:冨蝋塵,≦…”
lex.,12.Ⅷ、1976

NOctuidaeヤガ科

1.MameStraillopaButlerシロシタヨトウ
石原他（1973）

2．SPhragiferabiplagahexagonaBryxコマルモン：
lex.,12晒.1976
3.CatocalapatalaFelderｷｼﾀﾊ゙
1ex.,23.Ⅶ、195101eX、012.Ⅷ。1976

4CatocalakuangtungenBiBMellクロシオキシタ（
2ex･'12咽．1967
5m･toptar｡｡tifa56i｡taMenetrieeシロスジトモェ
1eX･012画．1967
aSpeiredoniaretortaClerckオスグロトモェ
1612012咽.1967

20raesiaexcavataButﾕerアカェグリパ
lex.,12W.1952

aOraeBjalataButlerオオェグリバ
lex､012.四．1976

QBrebusorepuecularigLinneオオトモエ

コマルモンシロガ

B

’
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lex．,12M.1976

AdrigtyrannueamurensiSStaudinger

lex.,12.Ⅷ、1976

SypnalucillaButlerオオシラフクチパ

lex．,12.Ⅷ、1976

BadizasimplexButlerフジロアツパ

lex.,12.Ⅷ．1976

10 アケピコノ〃、

グ

l】

l2

Notodontidaeシャチホコガ科

FentoniaocypeteBremerホソバシャチホコ

lex．,12．Ⅷ、1976

PterostomasinicaMooreオオエグリシャチホコ

lex.,12.lm.1976

PhaleraflavescensBremeretGreyモンクロシヤチホコ

1ex.012.Ⅷ、1976

Lymantr･iidaeドクガ科

DasychiraPgeudabietisButlerリンゴドクガ

lex．,12.個．1952

LymantriadisparjaponicaMotschulSkyマイマイガ
lex．,23.Ⅶ、1951

LymantriamathuraauroraBut1erカシワマイマイ

石原他（1974）

PidaniphonisButlerクロモンドクガ

1ex．， 12．Ⅷ、1952可

LasiocamPidaeカレハガ科ゞ

OdonestieprumrufescengKardakoffリンゴカレノ、

1ex．,17．Ⅵ、1951

PhiludoriaalbomaculataBremerタケカレハ

1ex、017.Ⅵ、1951

Geometridaeシヤクガ科．

1

2

3

1．
？

2

3

4

1

、

2

し

TanaorhinuBreciProcataco㎡uciariaWalkex･カギパァオシャク

1ex．,12.Ⅷ、1976

ComibaenaprocumbariaPryerヨツモン寺エジロアオシヤク

lex．,12．Ⅷ、1976

SemiothisadefiXariaWalkerフタテンオエダシャク

1．

2

3

－18－
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1ex．,12.W.1976

4.KranandagemihyalinataMooreスカシエダシヤク

lex.･,12.W,1976

5.0phthalmodeBalbosignariaBremeretGreyヨツメエダシヤク
lex．,3．Ⅷ、1952

6.NothomizaformosaBut1erマエキトビエターシヤク

1ex.b12.Ⅷ、1976

Zygaenidaeマダラガ科

1.PryeriasinicaMooreミノウスバ

石原他（1973）

2.PidorusglaucopiBatratusButlerホタルガ
1ex,,16.Ⅵ、1951

蛾類は殆ど採集していないので、本目録からは除外するつもりであったが、これまでのとこ

ろ愛媛大学のグループの記録があるだけなので、今後の参考までに一応報告しておく。淡路島

南部にはクロシオキシタパが多いが、先山の山頂付近でも8月頃個体数が多い。

、

COLEOPTERA甲虫目

Rhyeodidaeセスジムシ科
1.ClinidiumveneficumLewisチャイロヒラタセスジムシ
石原他（1974）

Cicindelidaeハンミヨウ科

1･CicindelajapanMotschulskyニヮハンミョゥ
1eX.,22.V,1976

2．PicindelojapomcaWhunbergハンミョウ
堀田（1959）

Car･abidaeオサムシ科

1．ApojomoPteruedehaan:iiChaudoirオォォサムシ
堀田（1959），石原他(1973),1ex,,11.Ⅷ、1965,1ex,,8.Ⅷ・1970,
3ex9,,22.Ⅶ、1976

2.ApotomopterueyaconinueBateeヤコンオサムシ
石原他(1973),1eX.,16.W.1950,2exB．,11.W.1965,1ex･'

3，Ⅵ，1973

#AP｡tOm｡pteru｡jap｡nj.｡u｡｡hug｡kuenei｡N｡kan｡アキオサムシ
石原他(1973),1ex.,1.D<.1947,1ex.,16.Wl.1950,1ex.,12.W･

l

q

I

『
Ｊ
１

可
８
口
■
■
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1952．lex.、ll.W.1965,1ex、03．Ⅷ、194702exB．,22V、1976

4.Dama屑もerblaptoideBKollarマイマイカブリ

イih?他（】973）．lex.,24.Ⅵ、1973

オオオサムシは掴青か青紫色の原型で極めて多い。ヤコンオサ、アキオサも個体数が多く、

アキオサは明るい鯛色のもの、暗い鍋色のもの、また金緑色を帯びるものなど変化に富んでい

るo

Harpalidaeゴミムシ科

1.SynuchuenitiduBMotechulekyオオクロツヤヒラタゴミムシ

石原他(1973)

2.SynuchuscycloderusBateBクロツヤヒラタゴミムシ

石原他(1973)

3.SynuchuedulcigradusBatesヒメツヤヒラタゴミムシ

石原他（1973）

4.CalathushalensisSchallerセアカヒラタゴミムシ

石原他（1973）

5.ColpodesbuchananiHoPeオオアオモリヒラタゴミムシ
グ

2exs、012.Ⅷ、1976

6.AnisodactyluspunctaもipennieMorawitzホシボシゴミムシ

堀田（1959）

7.MacrochlaenitescostigerChaudoix･スジアオゴミムシ

堀田（1959），石原他（1973）． lex．,22．Ⅶ、1976

8.Chlaeniusnaevigex･MorawitZアトボシアオゴミムシ

石原他(1973)

9.LebiacalycophoraSchmidt－Goebelヒメアトキリゴミムシ

2exs.,3．Ⅶ.1976

Brachinidaeホソクピゴミムシ科

1.BrachinusscotomedeBBateeオオホソクビゴミムシ

堀田(1959),1ex．08.Ⅷ．1970

Gyrinidaeミズスマシ科

1.DineutusorientallBModeerオォミズスマシ

石原他（1973）

2.GyrinugjaponicuSSharPミズスマシ

石原他（1973）．1exg．,21．Ⅶ、1975

－20－
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HiBteridaeエンっムシ科

1.CyliBterlineioo11emareeulナガエンマムシ

石原他（1973）

Silphidaeシデムシ科

1．NeorodegagiaticuBPorbev1nオォモモプトシデムシ

1ex､012．個．1976

2CalogilphabrunnicolliBKraatzベツコウヒラタシデムシ

1ex.,22Ⅶ.1976

aPueilPhajaponicaMoCechulekyオオヒラタシデムシ
堀田（1959）

オオモモブトシデムシは灯火に飛来したものである。オオヒラタシデムシは少ないようであ
るが、ペッコウヒラタシデムシは多い。

StaPhylinidae′、ネカクシ科

1"9ngrandicollis.Sh.fPムナピロノ、ネカクシ
石原（1974）

Lucandaeクワガタムシ科

1．%'｡macu''f･m｡ratug~m5=chu,ekyミヤマクワカタ

堀田(1973),1g･12Ⅶ2;WP･･･''i,｡ihci";｡j:t｡chu,｡ky19762ProBopocoiluBinclinatuBMotBchulBkyノコギリクワガタ

石原他(1973），堀田（193PQr･u｡､itanbJMM，18，9．Ⅵ・’9743．DorouBtitanuBBoigduvalヒラタクワガタ
18，9Ⅵ、1974

4MacrodorcaBrectuBmotBchu1Bkyコクワガタ
石原他（1973）.MWQr･='H:::;"）．1？，3．Ⅵ。19755．MacrodorcagbinerviBM!"･'973rr:gchulBkyスジクワガタ堀田（1959．1973）。18．3．.AWLg~""Z""、1976aAegu81aevico,,iBSaundergネプトクヮガタ
堀田（1959．1973）
ミヤマクワカタは、山麓山頂ともに多く、昼間クヌギなどの樹上にいるが、夜間灯火にも飛
来する。今年噸山頂のタプノキにかなりの個体が集まっているのが見られた。ノコギリクワ
カタも多く、昼間でも樹液に集まるが、夜間によく活動する。コクワガタも普通で、昼間も樹
液に集をるが､畑によく活動し灯火にも飛来する。スジクワガタは山頂付近にはかなり見ら
れるが、山麓では少ないようである。ヒラタクワカタは全体に少なく、今年は頂上付近では見
かけなかった。ネプトクワガタは、これまでに山頂で2頭採集しただけである。

、
１
１
１
弗
岡
針
酔
、
弥
脚
野
予
靭
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燕
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Geotrupidaeセンチコガネ科

GeotrupeglaevietriatuBMoteChulekyセンチコガネ

"|!II(1959)

Soarabaeidaeコガネムシ科

MaladeraorientaliBMotschulekyヒメビロウドコガネ

2exs.、3.Ⅵ、1975

MaladerasecretaBrenskeマルガタビロウドコガネ

石原他（1973），高機（1975）

LachnsternakiotonensisBrenSkeクロコガネ

lex.,3.Ⅶ、1976

HeptophyllapiceaMotsohulskyナガチャコガネ

石原他(1974),1ex．,3．Ⅶ、1976

MelolonthafraterArrowオオコフキコガネ

石原他（1974）

MelolonthajaPonicaBurmeisteaコフキコガネ

2exs．,22.Wl.1975

A11omVrinadichotomaLinneカブトムシ

181g,21.W.1975

MimelaflavilabrisWaterhouseヒメスジコガネ

lex、021.Ⅶ、1975

AnomalacostataHopeオオスジコガネ

石原他（1974）．lex．、21.Ⅶ、1975

AnomalatestaceipesMotsOhulskyスジコガネ

lex.,21.Ⅶ、1975

AnomalaalbopilosaHopeアオドウガネ

1ex.012.Wl.1976

AnomalacupreaHopeドウガネプイプイルー‐

1ex．,12.Ⅷ、1976

BlitoperthaorienもalieWaterhouseセマダラコガネ

堀田(1959.1974)1ex･022W.1976,1ex.,12.E

RhomborrhinajaponioaHopeカナプン

lex、021.Ⅶ、1975

Rhombor･x･hinaunioo1orMotaohulekyアオカナブシ

石原他（1974）

】

1

I 2
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5
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16.ProtastiabrevitarBiBLewieシラホシノ、ナムグリ

lex．,21.Ⅶ、1975

17.ProtaetiaorientaliBGoryetPercheronシロテンノ、ナムグリ

lex．,21.W｡1975

18CetoniaPiliferaMotecbulekyノ、ナムグリ

堀田（1959）

19.CetOniaroelofeiHaroldアオノ、ナムグリ

石原他(1974),1ex．,21.Ⅷ．1975

20_OxycetoniajucundaFaldermanコアオハナムグリ

石原他（1973），堀田(1974),1ex.,21.W.1975

カブトムシは山麓のクヌギ林にはかなりいるが、山頂付近では少ない。ヒマタ

全体黒色のものから上翅の黒紋が消失したものまで変異に富み、個体数も多い。

ブイ、スジコガネ、コフキコガネ、コアオハナムグリなども多い。

９
Ｉ

1
1

時

･ラコガネは、

ドウガネプイ

Bupreetidaeタマムシ科

1･ChrysochroafulgidiseimaSchonherrタマムシ
2eXB．,21．Ⅶ、1975

2gPalcophorojaponic&Goryウバタマムシ
石原他(1974),1eX、,8_W.1970
aChrysobothriooucc6daneaS､Saunder､Bムツボシタマムシ
石原他（1974）

4Anthaxiaproteus･E.Saundereヒメヒラタタマムシ
2exB．,3.Ⅶ、1976
タマムシは山頂付近のエノキのまわりによく見られるが、年によって個体数に力
る。

４
匹
６

ﾕなり差があ

‘&4gr'pn･｡bin.d6,;:"M:MX"コメツキムシ科1．AgrypnuBbinodulusMotBchu1skyサピキコリ
1ex･,12Ⅷ、1976雫・鯵'．‘′：
2．PectocerafortunelCandezeヒゲコメツキ
19，3．Ⅶ､1976
agau｡b｡rus&nde=ウバタマコメッキ
堀田（1959）

4"u｡hjp.ga｡tri.u｡Cand｡z｡アカハラクロコメッキ
石原他（1973）
5Het･rath｡&'d｡s｣｡bendez｡上メクロツヤハタ･コメツキ

酒
毒
痴
巧
固
囚

9℃

醇
剖
遡
飼
。

肩
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1ex．,22Ⅶ、1976

Elat,ersieboldiCandezeオオナガコメッキ

lex.,12咽．l976

Eucnemidaeコメッキダマシ科

FornaxnipponicusFleutiauxコチャイロコメツキダマシ

イill)!他(1974)

Nitidulidaeケシキスイムシ科

HaptoncusocularisFairmaireモンチビヒラタケシキスイ

石雌他（1973）

EpuraeapaululaReitterマメヒラタケシキスイ

石原他(1973)

LibrodorjaponicusMotschulskyヨツポシケシキスイ

石原他(1973),1ex.,9.Ⅵ．1974

ヨッボシケシキスイは、クヌギなどの樹液に集まり、個体数も多い。

Helotidaeオオキスイムシ科

HelotagemmataGox･hamヨツボシオオキスイ

石原他(1974),lex.,9.Ⅵ、1974

クヌギなどの樹液に集まり、個体数は多い。

Phalacridaeヒメハナムシ科

StilbuspolygrammaF1achエムモンチビヒメノ、ナムシ

石原（1973）

Coccinellidaeテントウムシ科

PseudoscymnusharejaWeiseハレヤヒメテントウ

石原他（1973）

ScymnuePulluekawamuraiOhtaカワムラヒメテントウ

石原他（1973）

CoccinellaseptemPunctatabruckiMuleantナナホシ§、'リレ､－，4m』Rコユユユロロl･'uロ山t"uユュゼレ里し“Druc舷ユMuleantナナホシテントウ

石原他(1973),1ex.,12.個．1976

ProphleajaponioaThunbergヒメカメノコテントゥ

石原他（1973）

I11eiekoebeleiTimberlakeキイロテントウ

石腺他（1973）

NephuekompirasanuBH.Kamiyaムモンヒメテントウ

石原他（1974）

－24－



【

1

宮
、
’
心
ｒ
０
，
１
，
０
１

7.RodorialimbataMotgchulBkyベニヘリテントウ

石隙他(1974)

ナナホシテントウは気温25℃以上では活動しないといわれ、平地では厘のnU4

けないが、本年8月12日、西茶屋横の葉上で活動している本馳を2蝕兇かけた。

Br画Omychidaeテントウタ．マシ科

1．EInomychuegorhamiLewigルリテントウタ・マシ

石原他（1973）

Ciidaeツツキノコムシ科

l.CiBBez･iatopilosuBMotschulekyモッチュルスキッッキノコムシ

石原他（1973）

Tenebrionidaeゴミムシタ・マシ科

l･ParabolitophaguefelixLewisカプトゴミムシダマシ
石原他（1973）

2PlatydemagubfasciaWalkerベニモンキノコゴミムシダマシ

石原他（1973）

aUlomamarBeuliNakaneエグリゴミムシダつシ

石原他（1973）

4.Tetraphy,,uslunuligerMax･seuユニジゴミムシダマシ
lex.,22Ⅶ、1976

aStenophaneerubripennisMarseulホソクピキマワリ
堀田(1959),1ex.,22Vn.1976

6･PlegiophthalmusnigrocyaneuBMotechulekyキマヮリ
堀田(1959)．1ex.,22.Ⅶ、1976
キマワリは山麓から山頂にかけて個体数が多い。

A11eculidaeクチキムシ科

'j'｡cu'afu,igih5ga,,a,f,,｡オオクチキムシ
石原他(1973),1ex．,21.Ⅶ、1975

Mordellidaeハナノミ科

.01ipoStenodaroBBeo1aMareeulチャイロヒメハナノミ

平地では厘のⅡUその姿を見か

2

3

4

6

6．

1．

石原（1974）

CerambyOidaeカミキリムシ科

#.8oPiooinicaWhiもeウスバカミキリ
堀田(1971),1ex.013.W.1976
Prionuainsu,arignd｡techulekyノコギリカ

1

2

I
ミキリ

－25－
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MII!;i(1971)．lex.,22.Ⅶ．1976

3Diet,eniagraciliBB1eSsigホソカミキリ

hillll(1958,1971),lex．，21.Ⅶ、197501ex．,12.Ⅷ．】

4AnoploderaexcavataBatesミヤマクロハナカミキリ
lex．,3.Vl.1975

5LepturaarcuataPanzerヤツボシノ、ナカミキリ
lex.、3W、1975

6SpondylisbuprestoidesLinneクロカミキリ

MIIIII(1958．1971),lex．012．Ⅷ、1976

7.XystroceraglobosaOlivierアオスジカミキリ
lex．,22.Ⅶ、1976

8.MallambyxraddeiBlessigミヤマカミキリ
堀田(1971)

9.PseudaeolestheschrysothrixBatesキマダラヤマカミキリ
堀田(1958,1971)．lex．,21．Ⅶ、1975

10.PyresteshaematicusPascoeクスベニカミキリ
石原他(1974)

ll.LeontiumvirideThomsonミドリカミキリ
2exs.,3.Ⅵ、1973

12.ChlorophorusjaponicusChevrolatエグリトラカミキリ
石原他（1974）

13.PurpuricenustemminckiGuerin-Menevilleベニカミキリ
lex.、8.W.1976

14.DerethoracicaWhiteホタルカミキリ

堀田(1974),5exS．、3.Ⅵ、1975

15.MesosalongiPennisBategナガゴマフカミキリ
堀田(1971),2exs．,22.Ⅶ、1976

16.Mesocahir･sutaBatesカタシロゴマフカミキリ
堀田（1958，1971）．石原他（1974）

17.PteroloPhiacaudataBateeトガリシロオビサピカミキリ
堀田（1958．1971）

18.PterolophiazonataBategアトジロサピカミキリ
"HI(1975)

19.ParechthietatuegibberBateBヒメコプヤハズカミキリ

－26－
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20．AnoploPhoramalagiacaThomeonゴマクーラカミキリ

lex..,22.W.1975

21.EUpromugruberDalmanホシベニカミキリ

堀田(1971)$石原他(1974),1ex．,5.VU.1976,2exB.,8.Ⅶ．1976

22MonochamussubfasciatuBBategヒメヒゲナガカミキリ

堀田（1958，1971）

23.AcaloleptaluxuriosaBatesセンノカミキリ

塘田(1958,1971),1exs．,22.W.1976

24.AcalolePtafraudatorixBatesビロウドカミキリ
lexo,22.Ⅶ。1976

25.Acalo1eptasejunctaBatesニセビロウドカミキリ

堀田(1971),1ex.,22.W.1976

26BatoceralineolataChevrolatシロスジカミキリ
堀田（1958，1971）

27kPareutetraphasimulansBatesニセシラホシカミキリ
堀田（1974）

28.mutetraphaocelotaBatesヤツメカミキリ
堀田（1958，1971）

29.G1enearelictaPascoeシラホシカミキリ
堀田（1958，1971），石原他(1974),1ex.,21.VI.1975
30.NupserhamarginellaBatesへリグロリンゴカミキリ
1ex･,21.Ⅶ、1975

ミドリカミキリ、ホタルカミキリは6月頃山頂のタキギに多い。シラホシカミキリは葉上に
見られ、山頂付近にかなりいる。ウスバカミキリ、ノコギリカミキリ、ホソカミキリ、クロカ
ミキリ、アオスジカミキリ、キマダラヤマカミキリ、ピロウドカミキリ、ニセビロウドカミキ
リ、ヤツメカミキリは、灯火によく飛来する。ナガゴマフカミキリ、カタシロコ・マフカミキリ、
とメヒケナガカミキリ、ホソカミキリ、キマダラヤマカミキリ、センノカミキリなどは夏頃山
頂のタキギによく集まり、ナガゴマフカミキリは特に多い。室戸岬では5月中旬にホシベニカ
ミキリが見られるということなので、淡路では6月上旬頃出現するものと考え、ここ数年探し

ていたが、今年の7月上旬になってやっと山頂のタブノキを加害中の本種を3頭採集すること

ができた。今年は他の昆虫もいくらか発生がおくれていたが、それにしても7月に活動すると
いうのは、他の地域に比べて、かなり遅いように,思う。
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Chrysomeridaeハムシ科

Liliocer-iesubpolitamotschulekyアカツヤクピナガハ剴

幼1IIII(1959),大野(1969),1ex．、22.Ⅶ、1976

LiliocerierugataBalyヤマイモクピナガハムシ

石ﾙﾇ他(1974)

SmaragdinagarretaiAchardキムネナガツツノ､ムシ

大野(1969)

SmaragdinaniPPonensisChujoキイロナガツツハムシ

大野（1969）

CryptocephalusapproximatuBBalyバラルリツツハムシ
大野（1969）

Crypt,ocephalussignaticepsBalyクロボシツツハムシ
大野(1Q69)

AdiscuslewisiiBalyタマツツ，、ムシ

石原他(1974)

ChlamisusspilotuSBalyクヌギコブノ、ムシ

大野（1969）

OomorphoidescuPreatusBalyツヤハムシ

大野（1969），石原他（1974）

Acrothiniumgaschkevitschii･Motschulskyアカガネサ
大野（1969），石原他（1974）

BasileptafulviPesMotschulskyアオバネサルハムシ．
堀田（1959）･大野（1969）’

ColposcelissignataMotschUlekyヒメキバネサルハムシ
大野（1969）

DemotinafasciOulataBalyマダラカサハラハムシ

大野（1969）

HyPeraxiefasciataBalyクロオピカサハラハムシ

大野〈1969），石原他（1973）

ScelodontalewisiiBalyドウガネサルハムシ

大野（1969）

NodinachalcosomaBalyチピサルハムシ

石原他（1974）

GoniootenarubripennisBalyフジハムシ

ピナガノ、ムシ

アカガネサルグ,ムシ

－28－
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大野（1969）

AulacophorafemoraliBMotschulekyウリハふシ

大野（1969），石原他（1973）
●

Aulacophoranigripennignip:ripenniBMotechulekyクロウリハムシ
大野(1969)．石原勉(1973).lex.,12.W.1976

CalomicruscyaneueJacobyルリヒメハムシ

大野（1969）

GalerucidabifasciabaMotschulskyイタドリノ、ムシ

大野（1969），石原他（1974）

HesperomorphahirsutaBalyケブカヒケナガ/、ムシ

大野（1969）

Paraluperodesni.grobilineat,ugMot,schulskyフタスジヒメノ、ムシ
大野（1969）

ParideaangulicollisMotschulekyアトポシノ、ふシ
堀田（1956），大野（1969）

Parideaquadrip1agiataBalyヨッボシノ、ムシ

石原他（1973）

Pyrrhaltahumeralis.Chenサンゴジュノ､~ムシ

大野（1969）

PyrrhaltasemifulVaJacobyサクラケプカ／、ムシ

大野（1969）

mxoBomaflaviventreMotechulekyキノぐラヒメノ、ムシ

石原他（1974）

MorPhosphaerajaponicaHor･nstedもイチモンジハムシ
1ex,,22.V、1976

Alticapaex･UleSceneBalyヒメカミナリトピノ、ムシ

石原他（1974）

AphthonastrigosaBalyサメノ、ダツブノミノ、ムシ
糊{1969）
APhthonal"CaangustjataBalyニセカミナリノ、ムシ

大野〈1969）

AphthonomorphaoollarigBalyフタイロセマルトビノ、ムシ
大野（1969）
HemiPyXiSf,aVipenniBBalyキバネマルノミノ、ムシ

－29－
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人弥(1969)

Longit,arsuebimaOulatusBalyﾈズﾐﾓﾁｱｼﾅがﾄピﾊﾑｼ

大ツf(1969)

Longit,areuelewiSiiBalyオオバコアシナガトビノ、ムシ

大野(1969)

Longitarsuekimot,oiOhnoルリアシナガトビハムシ

石原他(1973)

LuperomorphatenebrosaJacobyキアシノミハムシ

大野（1973）

MinotanigropiceaBalyセマルトビハムシ

大野(1969)

ArgopuspunctiPenniBMotschulekyアカイロマルトビハムシ

石原他(1973)

Phyllot,retastriolataFabriciusキスジノミ〃､ムシ

大野（1969）

Peeudollpr･ughir･bueflavicePsOhnoクビボソトビハムシ

大野（1969）

SangariolapunctatostriataMotschulskyカタクリハムシ
大野（1969）

SphaerodermaakebiaeOhnOアヶピタマノミノ､ムシ

大野（1969）

CassidajapanaBalyイノコヅチカメノコハムシ

35

イ
36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46． ThlaspidabiramosajaponicaSpaethイチモンジカメノコハムシ

大野（1969）

淡路島のハムシ相については、大野氏（1970〉が詳しく述べておられるが‐’淡路島のハムシ相については、大野氏（1970〉が詳しく述べておられるが、固有種はもちE

ろん、分布の南限や北限となる種類もなく、ファウナとしては極めて平凡な様相を呈している

ということである。ただ先山産の中でやや特異な存在となっているのは、クビボソトピハムシ

で、本諏は、兵庫県の市川～円山川以東、四国においては吉野川～物部川以東に分布するもの

で、淡路島が西限産地の1つといえるそうである。筆者は、ハムシ類は殆ど採集していないが、

アカツヤクピナガハムシは山頂付近にかなり見られる。

Bruchidaeマメゾゥムシ科

BruchuepiBorumLinneエンドウゾゥムシ

堀田(1959)

、

1
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Attelabidaeオトシプミ科

l.AuletobiuBPuberuluBFauetヒメクロケシツプチBツキリ

石原他(1973)

2.MecorhigursuluBRoelofe／、イイロチョッキリ

lex.,22.W,1976

3．muopB1egpedezaeSharPハギルリオトシプミ
石原他(1974）

Curculionidaeゾゥムシ科

1.mJgnathusdiBtinctuBRoelofeコフキゾウムシ

石原他(1974）

2CarciliaStrigicolliBRoelofeツッゾゥムシ
lex.,22.W,1976

多

3．megalcidodestrifidugPascoeオジロアシナガゾウ4シ
石原他(1973）

4CurculiocamelliaeRoelofeツノぐキシギゾウムシ
1ex,,21.W.1975

１
１

１
１

RhynchoPhoridaeオサゾウムシ科
LDry｡phth｡r｡id.3｡dig555~R6e,｡f｡ニセキクイサピゾウ
石原他(1973）

2iyposipaluogigaoFabriciuoオオゾウムシ
lex.,12M.i976
aiP'｡t｡｡r｡.i"CheVer｡,｡もトホシオサゾウムシ
堀田(1959）

ぷロ

ムシ

献文

I'堀田久(1956)
2－(1958）
3.－－(1959a)
4‘－－(1959b)
5．－－(1959o)
6，大野正男（1969）
7．－－－(1970）

I

淡路島の蝶類，兵庫生物，3(3)．：114－115，14l

淡路島のカミキリムシ類，兵庫生物，3(4)：255－257

淡路島産甲虫類目録（Ⅱ），兵庫生物，3(5)：376－378

淡路島の蝶<X),MDKNewB,(52):7-9

－－一一一､n)､MDKNewe,(53):8-9

淡路島のハムシ相(I),兵庫生物,6(1):11-14
－ｨ面｝‐丘商律励1.6(2)8150-151

P

I

(Ⅱ），兵庫生物，6(2)

－31－
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8水i州'111Ij(1970)淡黙烏でヒメコブヤハズカミキリを採集，甲虫ニュース，(10)
3－4

9411111久(1971)淡爵；島のカミキリムシ．PARNASSIUS,C):1-5

10--{1973)淡路島のクワカタムシ．PARNASSIUS．(10):5-6

ll.イ】ﾙｯ似他(1973,1974)本四架楢ルート島々 の昆虫相，本州四国連絡橋に伴う周辺地力
の自然蝿填偉令のための調査報告書

12.登日邦明(1974a)淡路島の鍵相(I),佳香蝶．26(98):9-15

13(1976b)--------(n),佳香蝶．26(99):25-32

14．堀田久(1974a)淡路島産コガネムシ類．PARNASSIUS,(13):1-3

15－－－－-(1974b)淡路島のカミキリムシ追加(n),PARNASSIUS,(13):4

16.癌機寿郎(1975)淡路島産のコガネムシ類について,PARNASSIUS,(14):
1－3

17."I阿久(1975a)於路島の蝶相．兵庫の自然,5(1):14-16

18.－－－(1975b)淡路島のゾウムシ類について,PARNASSIUS，(15):1-4

19－－(1975c)淡路島のカミキリムシ追加(m)0PARNAssIUs,(15):4

三熊山でスミナガシを目撃 ）
＃

淡路島では、スミナガシDichorragianesimachuenesiotesFI･uhstorferは

南淡町土生より16が得られているのみであるが､本年(1も76)9月4日午後2時すぎ､柳高

校生物部のメンバー3名と共に、洲本市の背後の三熊山（標高130碗）に採集に出掛けた際、

三熊館横の登山口より右側へ15nzあまり登った地点で、6～7頭のスミナガシがカラスザンゴ

ョウの大木の樹上を飛翔するのを目撃した。1

三熊山では、すでに1955年8月下旬に田中蕃氏が本種を目醸しており(MDKNewB40:

82－84）、また筆者が本年6月に採集に訪れた際にも右前翅を拾っているので、こ･の山に生息

することは光分考えられる。アワブキで幼虫が発見されることを期待したい。

（登日邦明）
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1

シブイロカヤキリモドキXesthoPhryshor･vat,hiBoliver
’

カネタタキ科Mogoplistidae

0T.nebiusannulipedusShiraki
1

アシジマカネタタキOrnebiusannulipedus

西淡町阿那賀春日神社，18，19．X.1975
洲本市三熊山’18，7．Ⅸ、1976

マダラスズ科Nemobiidae

2、ヤチスズPteronemobiusohmachiiShiraki
洲本市加茂’16，9.虹．1975
五色町下堺'1812,8.Ⅶ、1975
ミ原町震文,38,20.n.1975
各地に普通。・

3．ヒメスズ'Nemob:iusnigrescensShir･aki
洲本市ﾐ熊山,3829,3.D<,1974
諭懲羽山'1819,28.X.1975
先山，

1612,23.1X,1976

上記地区には多産する。I－33－



カマドウマ科StenopelmaCidae

4・ マダラカマドウマ Diestrammena japonicaBlatchley

洲本市三箙山． 16 ， 7．Ⅸ． 1976

先山， 2g , 23.Ⅸ、 1976

上記地区には普通。

5． コノシタウマ TachycineselegantissimaGriffini

常隆寺山， 16， 28Ⅷ、1975

先山． 18， 23．Ⅸ。1976

普通種で各地に産する。

キリギリス科Tettigoniidae

6･ シプイロカヤキリモドキ XesthoPhryBhOx･vaChi Boﾕiver

五色町下堺0 58, 23.V.1975

16， 10.皿1976

洲本市上灘， 16 ． 14．Ⅵ．1975

各地に普通。

淡路島産のバッタ類は、 これで65秘を数えることに触った。

淡路島産蜂類覚え書（Ⅱ）

登日邦明

筆者は先に淡路島産の蜂類20甑を記録した碑） その後採築し同定できたものぱどを記録し
ておく。今回公褒する大部分の穂の同定は、名城大学農学部昆虫学研究室の大草伸治氏にしてい

ただいた。厚くお礼申し上げたい。

本報で新に記録した地名の拝記は下妃の通りである。

Outani 8津名郡津名町大谷(alt、50m)

Nakateugawa:洲本市中津川(al＄・40m)

－34－ 』



4

Mt･Mikuma-yama:三熊山(alt．133,7,)

Mt・YuzurUha-ean:諭狐羽山(alt.608,7z)

尚、番号の前に升マークを付したものは、今回淡路島から初めて記録される

標本は名城大学蝋学部昆虫学研究室と筆者がそれぞれ保管している。

″

もので、これらの

‘0

11

●

■

庫｡

面

一

唇

I APOCRITA細腰亜目
■

FamilyIchneumonidaeヒメバチ科

9fl.MotoPiuediggectoriuBPanzerミスジメンガタヒメノぐチ

Mt,Joryuji_san,16,22.D<.1974｡

jf2PterocormuggenerosusSmithマタ．ラヒメパチ
0utani,18,25.V、1974.

3.HabronyXingidiatorSmithコンボウアメバチ
0utani,1619,25.V、1974.

¥4AnomalonjaponicuBUchidaアミメアメバチ
Mt.YUZuruha-Ban,16,･29Ⅵ、1974.
f5.0phionobscuratusFaburiciusモンキアメバチ
Omachi-Hata,16,,2.9.V.1971,18L3.rV､1972,18'
16，23．Ⅱ，1973，，16，30．Ⅲ、1973,19,29.W・1973,
1975，1，，1．V、1975､19,28.Ⅳ､1975,16,17．Ⅲ
16．Ⅳ､1976．

%6･0P竜｡htaka｡zanusIj｡hidaウスグロアメバチ
Omachi-Hata,46,5.V、1972.18．29.Ⅳ、1973;Naka
4V.1972，18,11.V、1974,2629,3．V・1975.

，．湖．OphioAM6u｡Lin｡6アメパチ
ヘ

'OmaOhi.sHata,12,3V、1972;Mt.Yuzuruha_san,89.4.
Mt.MikUma~yanla,16,2.V.1976.
80p''i｡n｡rientaii｡bchid｡

NakatBugawa,1903'm"｡･s,I,usM;k."gU.hid｡V、1975．9mniOoB側1uBBhikokuengiBUchidaシコクホシアメバチ
Omachi-Hata，12，3．V、1972,19,29."1973,19.
NakatBugawa，163，．11．V、1974.

5．Ⅳ。1972，

18,14Ⅲﾉ。

,1976．16，

tsugawa,1819,

V、1974；

■

劃
私
竃
．
歩
″

f

13.V.1975;
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15

16

美17

美18

美19．

F)ni『､｢,nI,ill'gyonezawanusUchidaヨネザワホシアメパチ

Mt,、Jory''.1igan,69,7.W.1972．16．7.Ⅵ、1975.

StauropoctonusbomviciuorusVariegatugUchida
Mt,.YUzIJr-uhaRan,26,25.Ⅷ、1976.

FamilyVespidaeスズメバチ科

Parapolybiavar.iaFabriciuSホソアシナガパチ

Mt.Joryuji--san・18.22.Ⅷ．1974;Mも｡MikumaJamaO1g．21.Ⅸ、1974･
Polist,esjaPonicusf､adwigaeDallaTorreセグロアシナガバチ

Omachi-Hat,a,19,24.Ⅷ．1970;Outani,1g.25.V、1973.

Polist,esjokohamaeRadoszkowskユキアシナカパチ

Outani,19,ll.V.1974.

PolistesmandalinusSaussureキボシアシナガパチ

Omachi--Hat,a,16,24.Ⅷ、1970.

Polist,essnelleniSaussur･eコアシナガバチ

Omachi-Hat,a,161g,24.lm.1970．16.27.唖．1973.

FamilyChrysididaeセィボゥ潅

Chrysis(Chr-ysis)sPlendidulaRossiツマムラサキセイポウ

Omachi-Hata,1g．12.Ⅷ、1968．

Chrysis(C)ignitaLinneリンネセイボウ

Omach1－Hata,1g,27.Ⅷ、1970．．

Chrysis(Pentachrysis)1uscaFabriciusミドリセイボウ

Omachi-Hata，1g,3.W.1969.,1g,a題．1969．16,30．Ⅶ、1969.

参考文献

1．氏原信治（1968）

2．石原保（1973）

淡路島の双翅目･膜翅目．PARNASSIUS(%):4-8.

本四架橋ルートの昆虫相・餓趨目．本四架橋に伴う周辺地域の自然環
境保全のための調査報告書‘量物：98－101．

3．‐－－（1974） （その2） －－－－－－－－

：92－93．

4．窃日邦Iりj(1973)淡路島産蜂類覚え書(I)・PARNASSIUS(11):15-17.

5."llll久(1974)淡路島産の蜂類について・PARNASSIUS(13):4-8.
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編 集後記

▽･当初の予定より大変遅れましたが、10周年肥念号をおAIIけします。記念号の
発行に当たりましては、ご多忙のところ賞砺な腺柵をお寄せいただいた奥谷禎
一先生はじめ同学諸氏に、厚くお礼申し上げます。

▽吟回の10周年を機会に、会の名称を淡路昆虫同好会から淡路昆虫研究会に改
め、島の昆虫相の解明をはじめとし、より高度な研究を主体とする会に育てて
ゆきたいと思っております。今後共、ご支援、ご協力をお廟いします。

▽本号より表紙の体裁を変更しました。色は5号毎に変えてゆく予定です。

▽シーズンも終り、採集品の整理に忙しい日々を送られていることと思われます
が､次号を明年1月に発行する予定ですので、原稿をどしどしお送り下さい。

▽鳴門大榊噌工されました｡架橋に伴う縦貫道路の建設により､島の自然は大
きく変わろうとしていますが、破壊が進行しないうちに、周辺地域のFauna
を調査しておきたいものです。

(T)

PARNASSIUS"16

1976年11月17日印刷
1976年11月20日発行
鋤者登日邦明
発行所隣路昆虫研究会
〒656-21兵庫県津名郡津名町大町畑235登日方

醐蛎蹴､:戸川，‘
予656洲本市本町5丁目1番24号～
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